
御土居は、天正 19 年（1591）豊

臣秀吉によって京の町を取り囲むよ

うに造られた防御施設です。その

中でも南区の油小路通に沿った八

条通から九条通までの間では、御

土居の堀から多数の木製人形が出

土しました。

部位と名称　人形の頭部から首

部全体を「かしら」と呼びます。

このかしらを支える棒を胴
ど ぐ し

串（図

２）と呼び、首の底面と胴串の上

面に開けられた穴を串
くしあな

穴と呼びま

す。手に串穴が開いたものもあり

ます。

作り方　かしらの製作には鋭利

な刃物を用いて、細長い角材から

頭部と首部を切り出しています。

この時、角材の角が顔の正面にな

るように木取りにするものが多く

見られます。さらに仕上げには胡
ご

粉
ふん

を塗り、その上に顔を描いたと

考えられます。材質は針葉樹で、

ヒノキかスギでしょう。

多様なかたち　図１は、若い女

性のかしらと思われます。額の上

部に溝が彫られ、そこにコの字状

のくさびが連続して打ち込まれて

います。ここに、髪を表現する繊

維が埋め込まれていたのです。頭

頂部にも一箇所木釘が埋め込まれ

ています。これは、髪の毛の束を

埋め込むためのもので、撚
よ

りをか

けない絹糸を止めていたと考えら

れます。他のかしらに比べて全体

的に大振りで、首底面の串穴の径

が大きいのが特徴です。

図３のかしらは髪の生え際に

そって木釘を埋める穴が多数開い

ており、首が長く、首底面の串穴

が小さいのが特徴です。図４は

白
しらびょうし

拍子を思わせる立
たち

烏
え

帽
ぼ

子
し

が特徴

的なかしらです。首底面には、図

３に類似した串穴が開けられてい

ます。これまでの人形研究では、
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図１　若い女性のかしら（１：２）

図３　首の長いかしら（１：２）図２　胴串（１：２）



この串穴は、胡粉を塗り、乾かす

際に竹串を使っていたためと考え

られていました。また、長い首は

人差し指と中指で挟み込むための

ものと考えられていました。今回、

かしら首底面の串穴が小さな例は、

胡粉乾燥用ではなく、串が胴串の

一部または全体の代わりをしてい

たということも推定できるように

なりました。

図５は人形の左手です。串穴が

斜めに開いているのが特徴で、こ

れに串を通すと図６のとおりに復

元され、串で手を動かす操
あやつ

り人形

が存在していたことが分かりまし

た。操り人形の操作には、手遣
つか

い、

糸操り、棒遣いなどがありますが、

今回出土した串を用いた串人形も

存在していたことが明らかになっ

た意義は大きいといえます。

図７は人形用の面
めん

です。年老い

た女性「姥
うば

」を表しています。側

面には小さな穴が開いており、実

物の面と同じように紐で人形の顔

に取り付けたと考えられます。

図８は全身像を表した人形です。

これまで述べてきた串人形とは違

い、信仰のために作られた人形で

あった可能性があります。

図９はタヌキあるいはサルを表

した小像です。側面には小さな穴

が二つずつ開いており、可動式の

手足がそれぞれに付けられていた

と考えられます。底面には串穴が

あり、操り人形として用いられた

可能性があります。

図10はネズミを表した小像です。

尻尾がつく穴と、底面にはやはり

串穴があります。タヌキあるいは

サルと同様に操り人形として用い

られた可能性があります。

以上は御土居堀から出土した中

でも代表的なものです。ひとくち

に木製人形といっても多様な形が

あることが、写真からお分かりい

ただけると思います。	（関広尚世）

図４　立烏帽子のかしら（１：２） 図５　人形の左手（１：２） 図６　串人形模型
加納克己氏（人形芸能史研究所所長）作

図８　全身像（１：２）

穴

図７　姥（１：２）

尻尾穴

図 10　ネズミ（１：２）図９　タヌキあるいはサル（１：２）


